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今
回
、
新
た
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。
鉛

筆
を
ナ
イ
フ
で
削
る
子
ど
も
が
い
な
い
昨

今
、
見
守
る
大
人
も
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
…
…
。

　

さ
て
、
ナ
イ
フ
は
上
手
く
使
え
た
で
し
ょ

う
か
。
上
手
に
飛
ば
す
こ
と
が
出
来
た
で

し
ょ
う
か
。

日
本
人
の
〝
お
正
月
〞

初
日
の
出　
　

　

一
年
の
最
初
に
昇
っ
て
く
る
太
陽
に
「
年
と
し
が
み神
様
」
が
現
れ
る
と
信
じ
ら
れ
、
拝
む
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

普
段
は
意
識
し
ま
せ
ん
が
、
元
日
に
こ
の
年
神
様
（
農
業
の
神
様
）
を
迎
え
る
こ
と
で
五
穀
豊

穣
を
祈
る
意
味
が
あ
り
ま
す
。

初
詣
で

　

か
つ
て
は
除
夜
の
鐘
が
鳴
り
終
わ
る
と
、
家
主
が
地
域
の
氏
神
様
を
祀
る
産
う
ぶ
す
な土
神
社
に
お
参

り
し
た
後
、「
恵え

方ほ
う

」
に
あ
た
る
神
社
（「
年
神
様
」
の
い
る
方
向
の
神
社
で
、
そ
の
年
の
干
支
に

よ
っ
て
決
ま
る
）
に
行
っ
て
、
一
年
の
福
徳
を
祈
る
し
き
た
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
明
治
以
降
は
「
恵
方
」
に
関
係
な
く
、
有
名
な
神
社
仏
閣
に
お
参
り
す
る
の
が
、
い
わ

ゆ
る
初
詣
で
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
大
晦
日
に
家
を
出
て
、
元
日
に
神
社
に
お

参
り
す
る
「
二
年
参
り
」
は
、
除
災
招
福
の
効
果
が
い
っ
そ
う
増
す
と
い
わ
れ
ま
す
。

門か
ど
ま
つ松

・
注し

め連
飾か

ざ

り

　

門
松
は
家
々
に
「
年
神
様
」
な
ど
が
降
り
る
た
め
の
「
依よ

り
代し

ろ

」
と
さ
れ
、
十
二
世
紀
初
頭
に

民
間
か
ら
起
こ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
松
と
竹
が
使
わ
れ
る
の
は
、
松
が
た
い
へ
ん
長
寿

の
木
で
あ
る
か
ら
、
竹
は
真
っ
直
ぐ
天
に
伸
び
て
葉
を
枯
ら
さ
な
い
か
ら
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

注
連
飾
り
は
、
災
い
の
神
が
家
に
入
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
門
戸
に
張
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ

れ
、
古
く
か
ら
宮
中
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

鏡
餅

　

丸
は
魂
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
鏡
餅
は
丸
く
象
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
ふ
た
つ
重
ね
る
の
は
、
日

（
陽
）
と
月
（
陰
）
を
重
ね
る
こ
と
で
福
徳
が
重
な
っ
て
、
縁
起
が
よ
い
と
思
わ
れ
た
か
ら
だ
そ

う
で
す
。

　

米
か
ら
作
ら
れ
る
餅
は
、
古
く
か
ら
「
農
業
の
神
様
」
が
宿
る
「
依
り
代
」
と
し
て
尊
ば
れ
て

き
ま
し
た
。
粘
り
気
が
あ
っ
て
長
持
ち
す
る
餅
に
人
々
は
、
生
命
力
や
生
産
力
を
感
じ
て
き
た
の

で
し
ょ
う
か
。
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綿菓子には大勢並びました。綿菓子には大勢並びました。

こま回しこま回しお手玉お手玉羽根つき羽根つき

百人一首百人一首ジャンボかるたジャンボかるた

メンコメンコ かるたかるた

折り紙折り紙
髙橋たつよさん（二本松）髙橋たつよさん（二本松）
からいただきました。からいただきました。
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　 ：２月６日（土）・７日（日）・２０日（土）・２１日（日）　10：00～15：00
　 ：聖籠緑地　ふれあい広場内事務所（網代浜）
　 ：無　料

※　お問い合わせ先・・・島見・聖籠管理事務所　☎０２５―２５５―３２０２　岩野まで

113

 川柳を通じて、生活に楽しさと潤いを持つ
 新　柳　会
 柳都川柳社
 （社）全日本川柳協会理事長・柳都川柳社主幹・新柳社顧問

 大野　風柳先生
 ３月３日・１０日・１７日・２４日・３１日（いずれも水曜日）

 午後１時３０分～３時３０分・計５回
 読売新聞社新潟支局３Ｆホール
 川柳の講義及び作句指導
 ３，０００円
  川柳を趣味として学びたい方なら、
どなたでも可

 ３０名
 （ 満員になり次第締め切るが、参加

少数の場合は取り止めもある。）
 下記あてにハガキ又は電話・FAXにて

 〒953―0044
 新潟市西蒲区巻乙1761―７
　 　新柳会事務局　星井まで
　　 　☎０２５６－７２－４９５１
 　（FAX共用）

楽しく凧を作って聖籠の空に揚げよう！
いろんな色があるよ！

自分のオリジナルの絵をかいてみよう
パパ、ママと一緒にまた来てね！
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　この度「学校支援地域本部事業」を設立するにあたり、本部役員（地域コー

ディネーター）を拝命いたしました。教育現場の経験のない私がこの様な事業に

参画することは、まさに思案投道の感でありますが、お受けした以上は自分なり

に最善を尽くしたいと思っております。

　昨今の小中学生を取り巻く社会環境を鑑みますと、必ずしも良い事象にはない

と思われます。しかし、この社会現象をつくり出したのは、他ならぬ私たち大人

の責任であることを忘れてはいませんでしょうか。聖籠町が東港工業で潤い始め

た頃、町内の小中学生を対象とした作文集が発刊されました。その中の一作に

「聖籠町はお金はあるが、心の豊かさがない」と記述されてあったことを、今思

い出します。その大人としての責任も感じながら、即妙はありませんが自分なり

に思弁的発想を超越し、広く体系化された思考をこの支援事業を通じて模索して

みたいと思っております。

　近々発進する運びですが、本事業の活動をするにあたり、関係各位の皆様、そ

して地域の皆様方にお世話になるとおもいますが、何とぞご理解ご協力をお願い

申し上げる次第であります。

　本部事業役員就任にあたりまして一言ご挨拶といたします。

　山倉学区、本大夫に住んでいます大倉です。まだ動き始めたばかりですが、こ

れから地域や学校に出向き、新保さん・渡邉さんと一緒に私たちの顔を知っても

らい、そこから輪をひろげて地域の方の知恵と力をお借りしながら、学校と子ど

もたちの活動の助けとなれるよう、つながりを持ちながらこの事業を広めていけ

たら良いと思っています。よろしくお願いします。

　 地域コーディネーターの渡邉彩と申します。学校地域支援本部におきまして、私

たち地域コーディネーターは、各学校のニーズに応じて支援活動を提案・企画・実

施し、実際活動に関わって下さる各種団体を含め「学校支援ボランティア」との連

絡調整を行う役割を担っております。

　地域の教育力を高めていくために、一人でも多くの地域の皆様がこの支援活動に

参加してくださることを希求するとともに、関わってくださる住民の皆様にとって

主体的でかつ充実した活動であるために、「出来ることを出来るときに出来る範囲」

で行えるような体制と組織作りに全力を尽くす所存でおりますので、どうぞよろし

くお願いいたします。
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毎
月
２
回
の
練
習
を
心
か
ら
楽
し
み
に
し
て

い
る
皆
さ
ん
が
、12
月
22
日（
火
）に
ク
リ
ス
マ

ス
会
を
開
催
し
、1
年
間
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

「
年
忘
れ
」
の
「
年
」
は
年
齢
で
は
あ
り
ま

せ
ん
よ
、
1
年
間
の
意
味
で
す
！
実
際
、
い
つ

も
歌
っ
て
い
る
皆
さ
ん
は
年
齢
を
感
じ
さ
せ
ま

せ
ん
。
29
期
生
か
ら
35
期
生
ま
で
の
７
組
が
そ

れ
ぞ
れ
歌
を
披
露
し
、
大
い
に
楽
し
ん
だ
皆
さ

ん
で
し
た
。

歌いたいのでしょうか。それとも……仮装したい？

　12月19日（土）「少年少女合唱団」と「混声合唱KANON」（新発田市）のみなさんが、町民会館小
ホールにおいて、クリスマスコンサートを楽しみました。

　KANONのみなさんは、高校の合唱部から現在に至るまで定期的に練習を重ね、数々の発表会にも
出演し、活躍されています。

　少年少女合唱団も今年から小学校1年生5名、2年生3名も加わり、総勢25名で毎週木曜日の夜7時か
ら、眠い目をこすりながら一生懸命練習してきました。そして、KANONのお兄さん、お姉さんと一
緒に楽しい素敵な歌声を披露してくれました。観

客の方からも、「和やかな雰囲気がとても良かっ

た。」「久しぶりに声をだして歌い、楽しかった。」

等たくさんの嬉しい声が聞こえてきました。緑丸

とはなちゃんの登場には、子どもたちも大喜びで

した。

　KANONのお兄さん、お姉さんと「また来年も
クリスマスコンサートで会おうね」と約束しまし

た。一足早い楽しいクリスマスコンサートでした。

ＯＢコーラス
年
に
一
度
の
お
楽
し
み

年
忘
れ

ク
リ
ス
マ
ス
会

～クリスマスミニコンサ
ート～
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　2009年、心躍ったクリスマスも過ぎた12月26日、週末体験クラブ元気とり
での三小学校児童を対象に「プチ・エコ工作、人生の砂時計を作ろう」を町民
会館で行いました。新型インフルエンザ・ウイルスとの戦いの最中にもかかわ
らず、20人もの参加があり、ペットボトル2本とグラウンド整備用の砂を材料
に、人生の長さを計算上80歳と想定して、残された日数のラベルシールを貼
り、砂が落ち切る時間が1分の砂時計を作りました。砂が上のペットボトルから
下のペットボトルへ落ちて行く単純な作りですが、進化したテレビゲームやア
バター（ボタン操作で簡単に描けるアニメ人物）作りに遊び慣れた子どもたち
には、逆に新鮮に映ったみたいです。人生の限られた時間と命について考えて
もらうことをねらいとして実施しましたが…ちょっとむずかしかったかな～。

超倍速

人
生
は
長
い
よ
う
で

短
い
も
ん
だ
な
〜

い
の
ち
に
は

限
り
が
あ
る
の
よ

表彰
しました
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◆平成21年度 文化庁支援事業「聖籠町文化芸術による創造のまち」実行委員会だより◆
　3月6日の本番に向けての合同練習がはじまりました。12月26日の午後、町民会館小ホールに男性
の緩やかで暖かい声が響き渡りました。オーケストラと歌う曲全11曲を素敵に歌い込み、本番への
イメージが大きく膨らみました。
　みなさん！ 3月6日（土）文化会館大ホールにご来場ください。
　開演午後6：00 入場無料ですが、整理券が必要です。町民会館にて配布中です。
　心からお待ちしております。

　2009年最後の土曜日、町民会館小ホールからは男性の素敵な歌声が響き渡っていました。
今回から新たなる男性参加者も加わり、より深い低音が魅力を増したようです。主旋律とは
違う低いパートや、男性陣によるソロパートもあり、2時間たっぷりの練習となりました！ 
3月6日の本番に向けて、だんだんと歌声と心がひとつになりつつあります（*^o^）／＼（^-^*）

地域に歌声を！～オーケストラと一緒に～

【曲 目】
「ふるさとの四季」（編曲 源田俊一郎）
 ―故郷・春の小川・茶摘・紅葉・冬景色など―
千の風になって
組曲「カルメン」より　 ハンガリア舞曲  など

主催　聖籠町文化芸術による創造のまち実行委員会　聖籠町　聖籠町教育委員会 ／ 後援　（財）音楽文化創造
【お問い合わせ】聖籠町町民会館 ☎0254-27-2121

●指揮 川本 統
つな

脩
のぶ

●洗足学園音楽大学室内オーケストラ ●500人コーラス隊
●コーラス聖籠の杜
●聖山大学　コーラス部
●老人クラブあつまり会
●聖籠少年少女合唱団
●聖籠中学校吹奏楽部

※入場は無料ですが、入場整理券が必要です。ただ今、町民会館窓口で配布しております。どうぞお求めください。

2010年3月6日(土) 聖籠町文化会館開場pm5:30　開演pm6:00

平成21年度 文化庁支援事業『聖籠町文化芸術による創造のまち』
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童謡・唱歌には「ことば」の宝物がいっぱい！

　雪国の生活は本当に厳しいもの。その中でも雪を「暮らしと切り離せないもの」ととら

え、その到来を素直にうけとめる豊かな生活感情、そして雪国の子どもたちにとっては「自

分たちの生活の中の歌」として、また、雪の景色がめずらしい地の子どもたちには「雪への

あこがれの歌」として、ずっと歌われ続けています。

　童心にかえって、楽しく、体全体で歌いましょう。踊りだしたくなるように…。

雪

雪やこんこ
4 4 4

霰
あられ

やこんこ
4 4 4

　降っては降ってはずんずん積る

山も野原も綿帽子かぶり

　枯れ木残らず花が咲く

（明治44年尋常小学唱歌2年）

※こんこ…「来い来い」の意

故郷

1.兎追いしかの山

　小
こ

鮒
ぶな

釣りしかの川

　夢は今もめぐりて

　忘れがたき故郷

（大正3年尋常小学唱歌6年）

2.如
い

何
か

にいます父母

　恙
つつが

なしや友がき

　雨に風につけても

　思いいずる故郷

3.こころざしをはたして

　いつの日にか帰らん

　山はあおき故郷

　水は清き故郷

　「ふるさと」… それは何とあたたかい言葉でしょう。

　しかし、都会化してしまった現在では、昔のようなぬくもり
4 4 4 4

のある「故郷」は存在しなく

なっているのかもしれませんね。

　貧しい生活を支えるため、勉強するため… いろいろな目的を達成するために住み慣れた

田舎に別れを告げ、都会に出て行った人々がつらい仕事・環境に耐えながら、思い出すの

は故郷の景色そして、年老いた父母のことだったにちがいありません。いつの日か恥ずか

しくない自分になって、必ず故郷に帰ろうと歩んできた人生があったのですね！

　この歌に込められた故郷への思い、今でも胸が熱くなります。日本人の心の歌として、

これからも歌いつがれていくのでしょう。

　昔遊んだなつかしい景色・なつかしい人々を思いながら、心を込めてあったかく歌いあ

げましょう。

　来る3月6日（土）、「オーケストラと歌おう」の場で待つ感動を胸に、これからもずっ
とすばらしい童謡・唱歌を歌い伝えていこうではありませんか！
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vol.11

主　屋

バラ園涼　亭

土　蔵

大　門
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町
で
は
、
文
化
芸
術
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
分
野

に
お
い
て
、
優
れ
た
成
績
を
修
め
て
全
国
大
会

等
に
出
場
さ
れ
る
方
に
対
し
て
、
申
請
に
よ
り

激
励
金
を
交
付
し
、
文
化
芸
術
及
び
ス
ポ
ー
ツ

振
興
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
町
民
会
館
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

12
月
・
1
月
に
交
付
さ
れ
た
方
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

●
国
際
大
会

　

・
平

野

良

樹
（
次
第
浜
）
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

●
全
国
大
会

　

・
平

野

良

樹
（
次
第
浜
）
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

●
北
信
越
大
会
等

　

・
安

藤

妙

恵
（
山　

倉
）
ピ
ア
ノ

　

・
遠

藤

乃

愛
（
諏
訪
山
）
ピ
ア
ノ

　

皆
さ
ん
の
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

子
育
て
を
も
っ
と
楽
し
く
!!

わ
た
し
へ
の

ご
ほ
う
び
講
座

結いハート
聖　籠

　

ベ
テ
ラ
ン
主
婦
が
４
人
、
応
援
に
駆
け
つ
け

て
く
れ
た
の
で
、「
巻
き
寿
司
は
初
め
て
…
」

と
い
う
若
い
マ
マ
さ
ん
達
も
24
人
全
員
、
バ
ラ

の
花
寿
司
と
あ
ん
ぱ
ん
マ
ン
寿
司
を
１
本
ず
つ

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

「
夫
や
子
ど
も
た
ち
の
前
で
切
っ
て
、
驚
く

顔
が
見
た
い
！
」
と
、
切
ら
ず
に
持
ち
帰
る
人

が
続
出
！
ま
さ
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
な
食
卓
に
な
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
用
意
し
た
お
み
そ
汁
と
ち
ら
し

寿
司
の
お
に
ぎ
り
で
、
子
ど
も
た
ち
と
に
ぎ
や

か
な
会
食
と
な
り
ま
し
た
。

12／8（火）

第
５
回
の
テ
ー
マ

　

あ
ん
ぱ
ん
マ
ン
寿
司
をつ

く
ろ
う
！

〜
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
食
卓
を
楽
し
く
〜

　

心
・
技
・
体
、
力
と
力
の
ぶ
つ
か
る
清
々
し

い
剣
道
大
会
で
、
４
０
０
人
ほ
ど
の
小
中
学
生

が
熱
い
火
花
を
散
ら
し
ま
し
た
。

　

聖
籠
町
剣
道
ク
ラ
ブ
は
、
小
学
生
３
・
４
年

の
部
と
中
学
生
男
子
の
部
で
３
位
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。

開
催
さ
れ
る力強い選手宣誓
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ジ
ュ
ニ
ア
ケ
ー
キ
作
り

ジ
ュ
ニ
ア
ケ
ー
キ
作
り

　

12
月
21
日
（
月
）
み
ら
い
の
た
ね
ジ
ュ

ニ
ア
恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り

を
し
ま
し
た
。
今
年
は
焼
き
あ
が
っ
た

６
個
の
ホ
ー
ル
ケ
ー
キ
と
10
個
の
マ

フ
ィ
ン
・
ク
ッ
キ
ー
な
ど
を
使
っ
て
作

業
を
進
め
ま
し
た
。
ジ
ュ
ニ
ア
は
慣
れ

た
手
つ
き
で
生
ク
リ
ー
ム
を
ホ
イ
ッ
プ

し
た
り
、
イ
チ
ゴ
を
カ
ッ
ト
し
た
り
、

テ
キ
パ
キ
と
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
ま
し
た
。

　

で
き
あ
が
っ
た
ケ
ー
キ
は
何

と
！
巨
大
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
で
し
た
。

　

予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
出

来
上
が
り
に
皆
大
歓
声
で
、
食

べ
る
の
が
も
っ
た
い
な
い
ほ
ど

で
し
た
。

と　き：平成22年2月22日（月）　10：30～12：00
ところ：聖籠中学校 地域交流棟町民ホームベース
内　容：1部　10：30～　どんぐりたい活動説明　
　　　　2部　11：00～　伊藤教育長と　聖籠の子どもを語ろう！

コーヒーを飲みながら気軽にしゃべり場！！
1部・2部どちらかの参加だけでも歓迎

み
ら
い
の
た
ね

み
ら
い
の
た
ね野

の
花
サ
ー
ク
ル
よ
り

野
の
花
サ
ー
ク
ル
よ
り

　

３
月
４
日
（
木
）
は
、
聖
籠
中
学
校
第
９
回
卒
業
式
で
す
。

卒
業
式
当
日
、
今
年
も
校
内
を
花
で
飾
り
、
晴
れ
の
日
を
お
祝

い
し
ま
す
。
私
達
と
一
緒
に
き
れ
い
な
花
を
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

し
ま
せ
ん
か
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う

ぞ
。
申
し
込
み
な
ど
は
い
り
ま
せ
ん
。
３
月
３
日
（
水
）
10
時
に

聖
籠
中
学
校
地
域
交
流
棟
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
（
お
昼
、
炊
き
込
み
ご
飯
と
み
そ
汁
あ
り
ま
す
）

平成
２２年 

（地域交流棟管理＋学校支援ボランティア）

★　説明会のお問い合わせ、申し込みは、聖籠中学校 地域交流棟 町民ホームベースまで　★

☎　0254－27－7085（月～金　8：30～16：30）
当日参加も歓迎いたします。

＜どんぐりたい活動内容＞
● 地域交流棟の管理（清掃、来校者受付、
鍵の管理など）

● みらいのたね（学校支援ボランティア）
のお手伝い

●生徒とのふれあい
●自分がやりたいこと何でも、自由に…

＜条　件＞
●年齢、性別は問いません
●趣味、特技は必要ありません
●施設管理の仕事に対して少々の報酬がでます
●１回4時間
　（回数はそれぞれの都合に合わせて調整します）
　　（午前 8時30分～午後12時30分）
　　（午後12時30分～午後 4時30分）

説明会
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＜お問い合わせ＞聖籠町町民会館　TEL 0254-27-2121

聖籠町町民会館ほか下記プレイガイドで発売中。

新潟大和/025-228-1106・新潟伊勢丹/025-242-1111
下越音楽鑑賞協会/0254-22-1404

チケット発売

寅
年
に

猫
来
る
!!

日　

時

会　

場

入
場
料

平
成　

年

２
月

７
日
（
日
）

22
２
，５
０
０
円

３
，０
０
０
円

江
戸
家
猫
八

　近隣市町のコーラスグループ隊７団体が
「一緒に歌い、学びあい、コーラスを楽しみ
ましょう」を合言葉に開催を重ね、今年で19
回目を迎えます。来年度は20周年を迎え、
益々熱意が入っております。
　皆様に素敵な歌声を届けられるよう、日々
練習に励んできました。大勢の方のご来場を
心よりお待ちしております

★公演日：平成22年2月28日（日）
★開　演：午後1時30分（午後1時開場）
★会　場：聖籠町文化会館（町民会館内）
★入　場：無料（全席自由）
★出演団体
　 　コーロ・アヴァンティ（加茂市）、新発田高等
学校合唱部（新発田市）、コーラスかじかわ（新
発田市）、コーラスとようら（新発田市）、紫雲
寺合唱団＆JAコーラスドリーム（新発田市）、
せいろう少年少女合唱団（聖籠町）、コーラス聖
籠の杜（聖籠町）

第19回
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今
月
の
俳
壇

※
聖
籠
俳
壇
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
の
詠
草

友
集
い
昔
話
し
よ
掘ほ

り

炬ご

た

つ燵 

宮　

下　

悦　

子

靴
音
も
秋
の
深
み
の
音
色
だ
す 

渡　

辺　

ル
リ
子

一
人
居
の
秋
の
夜
長
を
読
書
か
な 

篠　

原　

キ
ミ
ヱ

醍
醐
寺
の
い
ら
か
に
屋
根
師
菊
日
和 

諏　

訪　

明　

子

鍋
釜
を
み
が
き
て
勤
労
感
謝
の
日 

本　

田　

ヨ　

セ

初
霜
の
朝
日
に
解
け
て
眩
し
け
り 

長
谷
川　

節　

子

姿
な
き
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
人
縮
む 

豊　

島　

雪　

江

青
空
に
初
冠
雪
の
飯
豊
山 

石　

沢　

敏　

子

定
位
置
に
農
具
納
め
て
田
を
仕
舞
ふ 

天　

尾　

壯
一
郎

青
き
空
秩
父
渡
瀬
も
み
じ
映
ゆ 

小　

林　

緑　

風

柿
の
実
や
群
が
り
つ
く
や
渡
り
鳥 

幾　

野　

重　

作

汐
の
風
イ
カ
の
浜
干
し
ぬ
く
め
酒 

斎　

藤　

鉄　

信

カ
ラ
オ
ケ
の
酣

た
け
な
わな

る
や
神
迎
え 

高　

橋　

秋　

荷

観
音
を
拝
む
と
び
ら
に
木
葉
落
ち 

曽　

根　

ト　

ク

憂
き
事
も
善
き
事
も
去
る
年
の
暮 

八　

幡　

竹　

村

秋
雛
を
手
の
平
に
乗
せ
円つ

ぶ

ら
な
目
そ
の
あ
ど
け
な
さ
に
頬
を
寄
せ
た
り 

 

秋　

山　

美
喜
雄

ブ
ナ
の
木
の
止
む
こ
と
も
な
く
落
ち
葉
舞
ひ
冬
の
林
の
根
方
覆
ふ
な
り 

岩　

橋　

俊　

三

放
置
せ
る
畑
は
い
つ
し
か
あ
わ
だ
ち
草
占
拠
な
し
た
り
黄
の
花
盛
る 

小　

野　

ハ　

ナ

大
玻
璃
戸
突
き
抜
く
威
容
八
海
山
山
を
幾
重
も
抱
き
見
お
ろ
す 

 

小　

野　

眞
智
子

荒
れ
る
夜
は
ひ
と
き
わ
白
鳥
啼
き
騒
ぐ
塒

ね
ぐ
ら

を
統す

べ
る
長お

さ

も
在
ろ
ふ
に 

近　

藤　

ア　

キ

陽
を
覆
う
欅
大
樹
の
ほ
ろ
ほ
ろ
と
田
の
収
穫
の
終
わ
り
し
夕
べ 

近　

藤　

ト　

イ

荒
れ
止
み
て
赤
信
号
に
ふ
と
見
あ
ぐ
凛
と
澄
み
ゐ
る
霜
月
の
空 

斎　

藤　

經　

子

幾
重
に
も
山
が
重
な
り
行
く
秋
を
刈
取
り
終
え
て
棚
田
さ
び
し
く 

佐　

藤　

浩　

雄

夫
の
呼
ぶ
外
に
出
で
見
れ
ば
目
白
二
羽
木
々
を
飛
び
交
う
立
冬
の
朝 

渋　

谷　

カ
ツ
子

小
春
日
に
歓
び
つ
つ
も
三
食
の
煮
炊
き
の
み
に
て
日
暮
れ
と
な
り
ぬ 

丹　

呉　

ヤ　

エ

人
生
を
季
節
に
た
と
へ
て
な
が
む
れ
ば
八
十
路
の
吾
は
冬
の
真
中
か 

津　

野　

ヨ　

シ

此
れ
か
ら
は
片
目
で
生
き
ん
と
思
い
つ
つ
不
具
合
多
く
又
も
萎
え
た
り 

豊　

島　

雪　

江

冷
雨
降
る
田
面
に
集
ふ
白
鳥
を
雪
か
と
し
ば
し
友
と
眺
む
る 

中　

村　

玉　

好

美
し
く
ほ
れ
ぼ
れ
と
す
る
紅
葉
よ
こ
の
風
景
を
い
つ
か
織
れ
た
ら 
南　

雲　

敏　

美 

落
葉
掃
き
昨
日
も
は
き
て
今
日
も
掃
く
欅
大
樹
に
風
鳴
る
季
節 
本　

田　

ヨ　

セ

新
聞
を
読
む
の
を
や
め
て
一
匹
の
虫
の
出
現
を
し
ば
し
追
い
た
り 

前　

澤　
　
　

春

冬
嵐
葉
ゴ
ミ
集
め
し
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
赤
・
黄
・
黄
土
の
コ
ラ
ボ
い
と
を
か
し 

山　

口　

正　

幸

秋
分
の
日
祝
ふ
日
和
に
彼
岸
花
百
本
余
り
に
蘇
る
思
ひ
出 

吉　

田　

ヱ　

ト

ま
だ
少
し
温
み
の
残
る
座
ぶ
と
ん
の
浅
き
ふ
か
み
に
子
犬
ね
む
れ
り 

渡　

辺　

ル
リ
子

雲
の
む
た
濃
き
ほ
ど
に
よ
し
大
白
鳥
翔
び
立
ち
ゆ
け
る
白
を
き
は
だ
て 

渡　

辺　

久
仁
子

卑
弥
呼
へ
の
想
ひ
の
深
き
人
々
の
土
器
さ
す
り
つ
つ
の
夢
遥
か
な
る 

講
師　

阿　

部　

昌　

彦

今
月
の
短
歌

※
聖
籠
町
短
歌
会
の
作
品
（
平
成
二
十
一
年
十
二
月
）
を
紹
介
し
ま
す
。
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※　上記予定は、変更する場合があります。詳しくは、町民会館またはスポネットせいろうへお問い合せください。
　　（問合せ先は、いずれも☎0254－27－2121までお願いいたします。）　※○ス は、「ＮＰＯ法人　スポネットせいろう」の略。

 日 曜 生　涯　学　習　施　設 ス ポ ー ツ 施 設

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

2/1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

休館日

500人コーラス練習日（聖海荘）

500人コーラス練習日（蓮野多目的

屋内運動場・町民会館）

500人コーラス練習日（町民会館）

休館日

建国記念日

休館日

ちいさなお話タイム(図書館内11：00～）

500人コーラス練習日（町民会館）

休館日

500人コーラス練習日（町民会館）

ぐるんぱの部屋（図書館内）

移動図書館車（蓮野小）

移動図書館車（山倉小）

移動図書館車（藤寄、東山、亀塚児童館）

第19回ウィズコーラス発表会（文化会館）

2 月　生涯学習･スポーツイベント情報

図
書
館
特
別
整
理
期
間
・
休
館
日
（
２
／
１
〜
２
／
15
）

休館日

○ス エアロビクス教室

○ス ピラティス教室、太極拳教室

○ス ヨガ教室

○ス スキー＆スノーボード教室

休館日

○ス エアロビクス教室

○ス ピラティス教室、太極拳教室

スポーツ少年団退団式

○ス フリースポーツ

休館日

○ス エアロビクス教室

○ス ピラティス教室、太極拳教室

○ス ヨガ教室

ミニバスケットボールウインターフェスティバル・イン聖籠（1日目）

ミニバスケットボールウインターフェスティバル・イン聖籠（2日目）

休館日

○ス エアロビクス教室

○ス ピラティス教室、太極拳教室

○ス ヨガ教室

○ス フリースポーツ

第14回町民親善バスケットボール大会（1日目）

１部　図書館講演会
　　　　演　題：「これからの図書館とは」
　　　　講　師：梅沢　幸平　氏
 元滋賀県立図書館長
 ㈳日本図書館協会施設委員

２部　聖籠町立図書館基本計画の広聴会
　　　　⑴　 聖籠町立図書館の基本計画

の策定概要の説明
　　　　⑵　 広聴会（町民の皆様からのご

意見をいただきます。）

○と　き　　2月18日（木）　午後６時開演
○ところ　　聖籠町町民会館　小ホール

大勢の皆様のご来場をお待ちしています。ただし会場の都合から、先着100名としております。ご了承願います。

図書館講演会と図書館基本計画策定に
あたっての広聴会の開催のお知らせ
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図
書
館
長
の
独
り
ご
と

2010年国民読書年に向けて
(財)文字・活字文化推進機構

　2010年を「国民読書年」とすることが、平成20年〈2008

年〉6月6日に衆・参議院全会一致で採択されました。この国会

議決では、「文字・活字文化振興法」の制定・施行5周年にあた

る2010年を「国民読書年」に制定し、政官民協力のもとで国

を挙げてあらゆる努力を重ねることを盛りこんでいきます。

● 2月1日（月）から15日（月）まで蔵書点検のため休館させていただいています。●
　「蔵書点検」って何をしているの?

　 　町の図書館には10万冊の本があります。その本についているバーコードを1冊ずつ読み取
り、蔵書データと一致させ不明本を調査したり、修理の必要な本や、迷子になっている本をき

れいに整備します。利用者のみなさんに、迅速で確実に本を手渡すために必要な作業です。ご

理解をお願いします。

※休館中の本の返却は、ブックポストをご利用ください。

「神去なあなあ日常」 三浦しをん/著
「この世でいちばん大事な「カネ」の話」

西原理恵子/著
「頂きはどこにある？」

スペンサー・ジョンソン/著
「大きな木のような人」 いせひでこ/作
「絶対貧困」 石井　光太/著
「子どもたちの遺言」 谷川俊太郎/詩
「半島へ、ふたたび」 蓮池　　薫/著
「恋文の技術」 森見登美彦/著
「若いうちに読みたい太宰治」 齋藤　　孝/著
「図書館で出会える100冊」 田中　共子/著
「悼む人」 天童　荒太/著
「働くニホン」 日本経済新聞社/編
「青嵐の譜」 天野　純希/著
　[新装版]「青年の思索のために」 下村　湖人/著
「植物図鑑」 有川　　浩/著
「たりないお金」 竹川美奈子/著

　若いひとたちが本を読まなくなったと言われて、久しくなります。若い人たちが本を読まなくなっ

たという年上のひとたちの言葉は、若いときにこそ本を読むべきであったという後悔の言葉でもあり

ます。あなたがみずみずしい感性、好奇心、柔軟な思考そうしたものを豊かに持ち合わせている〈若

いとき〉に読書をすることは、後の生き方に大きな実りをもたらすことになると考えます。あなたが

読書を日常の何気ない習慣にすれば、きっと、幸せな「本との出会い」がやって来るでしょう。

「いのちの食卓」 辰巳　芳子/著
「虫捕る子だけが生き残る」 養老　孟司　ほか/著
「対話力」 樋口　裕一　ほか/著
「秒読み」 筒井　康隆/著
「14歳からの社会学」 宮台　真司/著
「下世話の作法」 ビートたけし/著
「ｆ植物園の巣穴」 梨木　香歩/著
「勝てる読書」 豊崎　由美/著

若い人に贈る　読書のすすめ　2010
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